
4月8日（日）に投票に行けない方は、期日前投票ができます。 

仕事や旅行、レジャーなどで投票日に行けない方は、3月23日（金）から4月7日（土）までの

午前8時30分から午後8時まで、区役所、市役所、町村役場などの期日前投票所で投票ができます。

（土曜日や日曜日でも投票できます。また、印鑑は必要ありません。） 

なお、期日前投票所によっては投票期間や投票時間が異なる場合があります。詳しくはお住まい

の区市町村選挙管理委員会へお問い合わせください。 

4月8日（日）は、東京都知事選挙です。東京の未来を決める大切な選挙です。忘れずに投票しましょう。 

「東京電力プロジェクト」 
新しい形の連携による教育支援の取組 

…………東京電力株式会社（以下「東京電力」という。）の取組 

体験を通して電気の大切さを学ぶ 

プログラム開発までの流れ 連載 第3回 
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企業・NPOとの 

このコーナーでは、毎回、企業・NPO・地域団体等と学校が連携した取組を御紹介していきます。 

平成 19 年 2月 15 日（木）に杉並区立桃井第一小学校で、2

月 28日（水）には世田谷区立世田谷小学校で、6年生を対象に

東京電力が東京都教育庁と共同で開発したプログラム「東京電

力プロジェクト─手振り発電機をつくろう─」という授業を行

いました。 

 

 

今回の授業は、6年生理科の後半に出てくる単元「電磁石の

働き」の中の小単元として位置付けています。子どもたちが電

磁石の性質を利用し、自分の手で「手振り発電機」を作る作業

を通して、電気を作ることの大変さや、電気を大切に使うこと

の重要さについて学んでいくものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の前半では、東京電力のスタッフから、パワーポイント

を活用しての発電の仕組みと発電所の働きについての説明が

あります。火力発電所の説明では、実際に火力発電の模型を使

って、蒸気によってタービンが回転し発電する様子を見ること

ができます。また、原子力発電では、「ペレット」と呼ばれるウ

ランを加工した原料の模型が登場します。わずか直径1cm、高

さ 1cmの「ペレット」一粒で、一軒の家庭で使われる約 8～ 9

か月分の電気を作ることができると聞いて、子どもたちから驚

きの声が上がります。発電所の紹介では、発電方式の違いやそ

れぞれの利点に加え、環境面での課題にも触れることで、発電

についての視野が広がるとともに、エネルギーの重要性につい

ても理解を深めていきます。「このまま石油を使い続けると、

あと約40年でなくなってしまいます。ですから、みなさん、電

気を大切に使いましょう。」という東京電力スタッフの言葉に、

子どもたちは皆大きくうなずいていました。 

 

 

 

 

 

 

この後は、いよいよ「手振り発電機」作りに入ります。ここか

らは、担任の先生が授業を進めていきます。電磁石の仕組みを

利用するということで、まずはコイルを作ります。導線をビニ

ルのパイプに巻きつけていくのですが、これが結構大変な作業

なのです。導線が切れたりよれたりしないように、丁寧に巻い

ていきます。各班のテーブルに一人ずつスタッフがついて、う

まくできない子どもがいると、手伝ってあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明を聞き、作り始めて 1時間、発光ダイオードをパイプに

取り付け、最後に磁石（かなり強力なものです。）をパイプの中

に入れて、手振り発電機が完成しました。苦労して作っただけに、

子どもたちの喜びも大きかったようです。手に持ってパイプを

振ってみると、磁石の動きに合わせて、取り付けた 2つの発光

ダイオードが、赤、青とそれぞれきれいに光ります。子どもた

ちは、目の前できれいに光るのを目にすると、「ついた！」と声

を上げ、何度もうれしそうに発電機を振っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後の、子どもからの感想では、発電の仕組みが理解できた

という意見のほかに、「電気を作るのがこんなに大変だとは思

わなかった。これからは、電気を大切に使うように心がけてい

きたい。」「家に帰ったら、家族みんなで省エネについて考えたい。」

という意見が出されました。 

実際に電気を作って、家庭に供給するという仕事をしている

東京電力のスタッフからの話は、その仕事に携わっている人な

らではの専門的な知識をもとにした迫力、説得力があり、子ど

もたちの意欲が高まり、集中して授業に取り組んでいました。

また、電気作りを体験できたことで、電気を作る側の苦労や省

エネの大切さについての子どもたちの理解も深まりました。授

業後の子どもたちの達成感にあふれた笑顔が印象的でした。 

 

 

このプログラムは、企業の特性をより生かして社会貢献に

取り組みたいと考える東京電力と、学校教育コーディネーター、

さらに、「地域教育推進ネットワーク　東京都協議会」（以下「ネ

ットワーク協議会」という。　事務局：東京都教育庁生涯学習

スポーツ部）の3者による協働によって開発されました。 

開発に当たっては、より学校現場に導入しやすく、さらに東

京電力としての専門的な力を十分に発揮するために、総合的

な学習の時間ではなく、理科の教科カリキュラムに則したプ

ログラムづくりが適切であると考え、以下の流れで進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

授業の実施については、学校教育コーディネーターと連携す

ることで、授業を実施できる学校とつながることができ、今回

の授業が実現しました。授業は、担任が中心に進め、東京電力ス

タッフは実験キットの準備、パワーポイント等の資料準備、子

どもの作業補助等、授業を支援する立場として参加しました。

授業を行うに当たっては、事前に担任と東京電力スタッフで打

ち合わせを十分に行い、授業の流れについて共通理解を図りま

した。 

 

 

 

授業について 

「2時間続きの授業でしたが、子どもたちが真剣に取り組む

姿を見ることができて、とてもよかったです。このプロジェク

トに手ごたえを感じました。授業後に担任の先生から、感謝の

言葉を頂いたことが印象に残りました。」 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク協議会との連携について 

「昨年度より、ネットワーク協議会に参加しています。事務

局から相談をいただき、今回のような3者の協働によるプロジ

ェクトチームをつくり、開発を進めるに至りました。今回のプ

ロジェクトでは、今までと視点を変えて、教科カリキュラムか

らのアプローチに取り組んだところに意義があると思います。

また、学校のニーズを確認しながら、授業プログラムを開発で

きたことはとてもよかったと感じています。今後も、より学校

のニーズに合ったプログラム作成に協力することで、教育支援

に取り組んでいくとともに、東京電力の環境保全をはじめとす

る社会貢献活動についても理解していただければと思います。」 

コーディネーターとの連携について 

「今回、コーディネーターの方とチームを組めたことで、学

校への様々なアプローチの方法を具体的に示していただくこ

とができたのは、とても意義のあることだと思います。実際、

今年度2校で授業ができたのは、コーディネーターの方の力と

いっても過言ではありません。」 

今後の展開について 

「これからも社会貢献活動の一環として、教育支援に取り組

んでいきたいと考えています。今回のプロジェクトで得た、新

しいアプローチの方法を生かして、他の教科・単元でもより効

果的なプログラムの作成に協力するとともに、東京電力の取組

を一人でも多くの都民の方に知っていただくための努力を続

けていこうと考えています。」 

地域教育推進ネットワーク東京都協議会
子どもたちの教育活動に、企業、NPO、大学等の専門的な教育力を効

果的に導入するためのネットワークづくりを目指し、平成 17 年 8 月に

東京都教育委員会が設立。現在では多様な団体が、様々な形で参加している。

詳しい内容については、ホームページを御覧ください。

http://www.syougai.metro.tokyo.jp/sesaku/schooling.html

①学校の教育課程や年間カリキュラムの仕組みを知る。 

②学校側のニーズをもとに、現在東京電力がもっている資源・ 

　プログラムを効果的に活用できる教科や単元を探す。 

③教科・単元を決定した後、プログラム作成に取り組む。 

 （指導計画・評価計画・教材開発、その他） 

④プログラムを活用した授業の実施 

⑤成果と課題の整理・次年度の取組に向けての話し合い 

 

〒163－8001 
東京都新宿区西新宿2丁目8番1号　東京都庁第二本庁舎27階 
東京都教育庁 生涯学習スポーツ部計画課（4月より、生涯学習部となります。） 
TEL ● 03－5320－6853（直通）　FAX ● 03－5388－1734
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今回の取組について、東京電力株式会社 東京支店営業部 

広報担当部長の宮原健一 さん にお話を伺いました。 

■子どもたちが興味をもつように
 資料も工夫されています

■藤田さん（左）と半戸さん。
 東京電力スタッフの方です

■火力ボイラーによる発電実験 ■熱心にメモを取っています

■コイルを作っています ■スタッフが各テーブルに

■丁寧に教えてくれます ■完成した手振り発電機
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